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 令和6年 第3回9月定例会　審議議案と議決結果

専決処分　１件
専決処分事項の承認を求めることについて（令和６年度潮来市一般会計補正予算（第３号）） 承認
報告　２件
令和５年度潮来市健全化判断比率の報告について 報告
令和５年度潮来市資金不足比率の報告について 報告
条例改正　２件
潮来市国民健康保険条例の一部改正について 可決
潮来市都市計画法の規定による開発行為の許可等の基準を定める条例の一部改正について 可決
補正予算　４件
令和６年度潮来市一般会計補正予算（第４号） 可決
令和６年度潮来市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
令和６年度潮来市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
令和６年度潮来市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
決算認定　４件
令和５年度潮来市歳入歳出決算認定について 認定
令和５年度潮来市水道事業会計決算認定について 認定
令和５年度潮来市工業用水道事業会計決算認定について 認定
令和５年度潮来市下水道事業会計決算認定について 認定
その他　４件
潮来工業団地内公園用地の売買契約について 可決
茨城租税債権管理機構規約の変更について 可決
工事請負契約の締結について（Ｒ06国補前川運動公園多目的広場人工芝工事） 可決
市道路線の変更について 可決

■会　　　期：9月10日～10月3日（24日間）
■審議議案等：計22件（市長提出議案：17件　議員発議：3件　請願：2件）

議員発議　３件

議会改革調査特別委員会設置に関する決議 可決

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書 可決

鹿行地域の医療体制充実・なめがた地域医療センターの病院機能維持を、茨城県と茨城県厚生連
に要請をすることを求める請願」の趣旨採択を求める動議 可決

請願　２件

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願 採択

鹿行地域の医療体制充実・なめがた地域医療センターの病院機能維持を、茨城県と茨城県厚生連
に要請することを求める請願 趣旨採択
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教育福祉経済委員会で、採択となった請願に対する採決に動議がありました。
 議員発議　 「鹿行地域の医療体制充実・なめがた地域医療センターの病院機能維持を、茨城県と茨城県厚生連

に要請をすることを求める請願」の趣旨採択を求める動議
　○＝賛成　×＝反対　　　　　　　 ※16番小峰議員は、議長のため採決には加わりません。

結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
黒
須 

俊
行

鴇
田 

正
信

吉
川 

利
一

和
田 

直
子

佐
々
木 

徹

志
村　

 

一

石
田 

裕
二

阿
部 

慶
介

兼
平 

直
紀

飯
田 

幸
弘

平
田 

健
三

箕
輪　

 
曻

飯
島 

康
弘

田
崎　

 

清

小
沼 

英
明

小
峰　

 

進
可決 × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

▼賛否が分かれた案件

議案ピックアップ｜気になる議案をチェック

令和６年度潮来市一般会計補正予算（第４号）

保育所等における性被害防止対策に係る設備等支援事業費補助金� 30万円
性被害防止設備として、パーテーション・防犯カメラ等の設備の導入を行う。
補助対象園は、しらほ園、うしぼり園、日の出こども園、こひつじ園の4園である。
補助基準額は10万円。事業者負担は1/4、市負担が1/4、国負担が1/2となる。

工事請負契約の締結について（Ｒ06国補前川運動公園多目的広場人工芝工事）

Ｒ06国補前川運動公園多目的広場人工芝工事
　　　　　　　　　　　　　　　　4億7,575万円
条件付き一般競争入札により、契約を締結した。
人工芝サッカー場１面と付帯する天然芝観覧席、アスファルト舗装
や防球ネット、防球フェンス、擁壁工事を行う。

採択の種類と趣旨採択とは
議会の意思決定は、「採択」「不採択」「趣
旨採択」「一部採択」があります。
趣旨採択とは、願意については十分に理
解できるが、様々な事情等から願意を実
現することが困難な場合などに、「趣旨
には賛成である」という意味の決定方法
です。

 提案理由
　請願の対象は国や県、地方公共団体であり、「茨城県厚生連」は民間団

体であることから、ルール上該当しない（地方自治法第99条には、地
方公共団体の公益に関することについて意見書を国会又は関係行政庁
に提出することができると規定されている）。また、行方市・鹿嶋市・
神栖市では「趣旨採択」で、県議会では「不採択」ある。しかしなが
ら請願趣旨には十分賛同できることから「不採択」とせず、「趣旨採
択」を求める。

 賛成意見
　この意見書の提出先でもある茨城厚生連は地方自治法第99条の関係行

政庁に該当しない。しかし、なめがた地域医療センターの病院機能維
持・回復する請願の趣旨には賛同するので、「趣旨採択」に賛成である。

 反対意見
　「鹿行地域の医療体制充実・なめがた地域医療センターの病院機能維持

を、茨城県と茨城県厚生連に要請することを求める請願」を支持する
ので「採択」に賛成である。そのため、「趣旨採択」には反対である。

採択 不採択 趣旨採択 一部採択

※審査の結果、趣旨採択となりましたが、潮来市議会独自に鹿行地域の医療体制充実を要請していくため継続審査となりました。

委
員
会
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和
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度
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・
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災
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援
の
た
め
義
援
金
を
寄
託
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数字の横に「 」が付いていないものは、紙面の都合上掲載できませんでした。
5ページから16ページにありますＱＲコード（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視聴いただけますので、
ぜひご覧ください。

一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来に対する方針などに質問をしたり、報
告や説明を求めることです。

一般通告質問

� 黒須　俊行 議員　P16
	1　道路の危険箇所について
	2　敬老会事業について
	 3　空き地・空き家対策について

� 小沼　英明 議員　P15
	1　 鹿島アントラーズの新スタジアム建設に伴う

潮来市地域連携拠点整備基本構想について
	2　 東国水郷（鹿嶋・神栖・香取・潮来4市）の地域観光について
	3　 市役所からかかってくる電話が0299-63-1111だけで折り返せない
	4　 令和8年統合予定の潮来一中・牛堀中の制服について

� 田崎　清 議員　P14
	1　 市内小中学校のいじめ、不登校の児童・生徒について
	2　 市道（牛）1級４号線（台上戸～古宿方面）

について
	 3　日本一の水路のまち整備事業について
	 4　保健所移転について

� 飯島　康弘 議員　P13
	1　小中学校の在り方について
	2　部活動の地域移行について
	3　学校の環境整備について
	4　ネーミングライツ事業について

� 志村　一 議員　P12
	1　 運転免許証を有しない高齢者の方々の移動

交通手段について
	2　 1年6か月後に迫った潮来一中、牛堀中の統合について
	3　 過疎地域に残る20年以上も放置されている

旧牛堀町民プールについて

� 和田　直子 議員　P11

	1　防災対策について問う！

� 吉川　利一 議員　P10
	1　 市道（牛）1-4号線（台上戸～古宿）への道

路の進捗状況について
	2　過疎債の使途について
	3　あやめまつりについて
	 4　潮来市の市道と公園管理について

� 平田　健三 議員　P8
	1　 「指定避難所」である小・中学校の「空調設

備装置」について
	2　高齢者の買い物支援強化について
	3　 改正子ども・子育て支援法の取り組みについて
	4　認知症高齢者の支援について

� 石田　裕二 議員　P7
	1　潮来保健所の移転と地域コミュニティ‼
	2　本市の厳しい財政状況の対応
	 3　敬老会について
	4　前川サッカーグラウンドの整備について‼

� 兼平　直紀 議員　P6
	1　 地域を支える経済基盤をつくることについて
	2　潮来市の人材育成・確保方針について
	 3　市道の冠水対策について

� 阿部　慶介 議員　P5
	1　市の水道の水質は安全か？
	2　潮来市の財政は大丈夫か？
	3　 地域コミュニティ活性化の為、補助事業の

改善を！

� 佐々木　徹 議員　P9
	 1　 津知小学校のグラウンドについて
	2　都市計画税の廃止決定から９年、その後
	3　 前川運動公園に増設する人工芝サッカー場

について
	4　中学校の部活動地域移行について
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質問者�　阿
あ べ
部　慶

けいすけ
介

　
事
業
の
目
的
を
明
確
に
す
る
の
も

重
要
で
あ
る
。
引
き
続
き
研
究
を
し

て
参
り
た
い
。

問　
事
業
の
目
的
を
明
確
に
す
る
の

も
大
事
だ
が
特
別
難
し
い
事
は
し
て

な
い
。
分
か
り
や
す
く
区
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
協
力
し

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
同
じ
く
６
月

の
定
例
会
で
も
質
問
し
た
が
、
区
長

の
負
担
軽
減
と
い
う
件
は
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
か
？

答　
濵
野
総
務
課
長

　
例
年
、
区
長
会
の
役
員
会
は
年
３

回
。
今
年
度
は
２
回
増
や
し
年
５
回

開
催
す
る
。

　
内
容
に
は
、
区
長
の
負
担
軽
減
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
今
後
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）
が
一
部
の
地
域
の
水
道
水
か
ら

検
出
さ
れ
た
。
皆
様
に
安
全
で
お
い

し
い
水
を
飲
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

検
査
状
況
は
？

答　
小
沼
建
設
部
長

　
潮
来
市
の
水
道
水
の
検
査
は
毎
月

行
っ
て
お
り
、
基
準
値
（
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
以
下
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
最

近
の
検
査
結
果
は
、
令
和
６
年
８
月

で
、
３
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
な
り
、
安
心

で
安
全
な
水
道
水
と
な
る
。

問　
井
戸
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
検

査
は
？

答　
安
藤
環
境
課
長

　
潮
来
市
以
外
の
鹿
行
地
区
の
自
治

体
で
も
調
査
実
施
し
て
い
る
自
治
体

は
な
か
っ
た
。
今
後
、
潮
来
市
と
し

て
も
調
査
研
究
を
し
て
参
り
た
い
。

問　
潮
来
市
の
各
種
団
体
の
予
算
が

一
律
１０
％
削
減
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら

は
身
の
丈
に
合
っ
た
予
算
編
成
が
大

事
だ
と
思
う
が
、
福
祉
な
ど
の
面
で

今
ま
で
受
け
ら
れ
て
い
た
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
く
影
響
す

る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
投
資

的
経
費
を
中
心
に
事
務
事
業
の
適
正

化
及
び
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
給
料
や

活
動
費
、
隊
員
が
事
業
を
起
こ
し
た

い
場
合
は
１
人
最
大
１
０
０
万
円
の

補
助
金
が
総
務
省
の
特
別
交
付
税
措

置
で
頂
け
る
。
３
年
の
任
期
の
後
は

市
に
定
住
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
協
力
隊
の
人
数
を
も
っ
と
増
や
し
て

は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　

３
名
導
入
し
て
い
る
。
議
員
が

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
特
別
交
付
税
措
置
が
あ

る
。
ま
ち
の
中
で
ど
う
い
う
活
動
が

一
番
の
課
題
解
決
、
自
立
し
て
定
住

に
続
く
も
の
な
の
か
を
し
っ
か
り
と

見
て
い
き
た
い
。

問　
経
費
の
削
減
、
見
直
し
投
資
的

経
費
を
先
延
ば
し
も
大
事
だ
が
、
歳

入
を
伸
ば
す
こ
と
も
大
事
。
ふ
る
さ

と
納
税
は
交
付
税
の
算
定
が
な
い
。

こ
こ
に
早
く
気
が
つ
い
た
自
治
体
は

す
で
に
伸
ば
し
て
い
る
。
潮
来
市
は

２
．
６
億
円
、
行
方
市
は
１０
億
円
。

　

こ
こ
を
伸
ば
し
て
い
く
べ
き
で

は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
有
効
な
財
源
獲
得
の
方
法
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
地
域
の
産
品
は
、
観

光
資
源
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
、
地
域

の
魅
力
も
伝
え
ら
れ
、
双
方
に
大
き

な
利
点
と
な
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
。

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
発
信
、

新
た
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
追
加
し

て
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
中
間
事
業
者
な

ど
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
財
政
運

営
、
厳
し
い
中
だ
が
、
有
効
な
手
段

で
あ
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
最
善
を
尽

く
し
て
い
く
。

問　
日
の
出
五
丁
目
で
納
涼
祭
を
開

催
し
た
。
町
内
の
区
に
加
入
し
て
い

な
い
方
々
に
も
声
を
か
け
て
み
ん
な

の
交
流
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

事
業
を
利
用
し
た
か
っ
た
が
日
の
出

区
の
１
町
内
だ
け
の
事
業
と
い
う
こ

と
で
、
使
用
出
来
な
か
っ
た
。
6
月

に
も
質
問
し
た
が
区
の
為
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
方
が
使
い
や
す
い
事
業
と

い
う
と
が
大
事
。
も
っ
と
使
い
易
い

事
業
に
し
て
は
？

答　
濵
野
総
務
課
長

一般通告質問　気になるQ&A

市
の
水
道
の
水
質
は

安
全
か
？

潮
来
市
の
財
政
は
大

丈
夫
か
？

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
の
為
、
補
助
事
業

の
改
善
を
！

委
員
会
審
査
令
和
5
年
度
決
算

潮
来
市
の
財
政

議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問

令
和
６
年
第
３
回

９
月
定
例
会

意
見
書
提
出
・
能
登
豪
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
義
援
金
を
寄
託
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質問者�　兼
かねひら
平　直

なお
紀
き

一般通告質問　気になるQ&A

報
の
提
供
を
し
て
い
る
。

答　
大
川
高
齢
福
祉
課

長
　
中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
や
職
場
体
験

な
ど
福
祉
に
関
す
る
興

味
・
関
心
の
醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
形
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
士
や
介
護
福
祉
士
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
な
ど
の
養
成
研

修
、
実
習
等
を
受
入
れ
、
本
市
の
人

材
育
成
・
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
、
国
や
県
な
ど
の
資
格
取
得
等
の

支
援
情
報
等
に
つ
い
て
も
関
係
機
関

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
参
り

た
い
。

問　
福
祉
部
門
、
特
に
人
材
育
成
・

確
保
に
事
業
所
へ
の
支
援
、
補
助
金

等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
人
材
育
成
に
関
す
る
補
助
制
度
が

潮
来
市
に
は
な
い
。
今
後
、
調
査
研

究
さ
せ
て
頂
き
、
考
え
て
い
く
。

問　
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向

け
企
業
誘
致
や
観
光
施
設
の
充
実
、

ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
復
興
に

よ
り
地
域
を
支
え
る
経
済
基
盤
を
つ

く
る
こ
と
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
い
る
。
環
境
整
備
費
用
、
投
資

的
経
費
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
目
標
達
成
に
は
時
間
も
、
整
備
費

用
も
投
資
的
な
経
費
と
し
て
か
か

る
。
今
後
５
年
間
の
後
期
計
画
期
間

の
中
で
進
捗
や
成
果
を
見
な
が
ら
、

期
待
さ
れ
る
効
果
を
最
大
限
に
引
き

出
す
よ
う
努
め
る
。

問　
具
体
化
ま
で
に
ど
の
程
度
の
期

間
を
要
す
る
か
伺
う
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
事
業
化
に
向
け
た
検
証
、
調
査
を

進
め
て
い
る
段
階
で
、
事
業
期
間
に

つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

問　
古
く
か
ら
地
元
中
小
企
業
が
本

市
の
発
展
に
寄
与
し
今
が
あ
る
。
今

後
市
の
就
業
人
口
は
減
少
す
る
。
中

小
企
業
の
方
に
は
事
業
継
承
等
が
困

難
な
方
も
い
る
。
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
潮
来
市
商
工
会
を
通
し
情
報
を
共

有
し
、
市
内
中
小
企
業
者
の
事
業
承

継
の
現
状
や
問
題
等
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。

問　
若
者
の
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る

た
め
起
業
や
創
業
を
目
指
す
人
へ
の

支
援
策
の
内
容
と
効
果
を
伺
う
。

答　
実
川
観
光
商
工
課
長

　
市
内
で
起
業
す
る
新
規
の
創
業
者

に
創
業
者
支
援
事
業
補
助
金
を
支

給
。
そ
の
他
に
商
工
会
と
連
携
し
た

創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
創
業
に
至
っ
た
事
業

所
が
令
和
元
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で

の
間
に
19
件
あ
り
、
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
創
業
支
援
関
連
だ
け
で
な
く
事

業
継
承
の
支
援
、
補
助
金
等
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答　
実
川
観
光
商
工
課
長

　
後
継
者
不
足
ま
た
事
業
継
承
に
つ

い
て
も
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
潮
来
市
商
工

会
と
よ
り
一
層
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問　
教
員
の
な
り
手
不
足
、
運
動
部

活
動
の
地
域
の
移
行
等
に
お
け
る
人

材
育
成・確
保
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
茨
城
県
の
教
員
選
考
試
験
に
お
い

て
も
制
度
の
見
直
を
し
て
い
る
。
学

校
や
県
と
連
携
を
よ
り
密
に
し
、
広

報
等
に
よ
り
講
師
の
募
集
を
行
う
な

ど
人
材
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問　
福
祉
・
障
害
事
業
、
介
護
事
業

等
に
携
わ
る
方
々
の
人
材
不
足
等
の

意
見
が
事
業
者
か
ら
の
声
が
あ
る
。

特
に
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
等
を
要
す
る
方
々
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
各
事
業
所

に
従
事
す
る
職
員
の
現
状
と
募
集
状

況
な
ど
を
含
め
て
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
各
事
業
所
と
も
、
特
に
資
格
を
持

っ
た
方
の
人
材
不
足
や
求
職
者
が
不

足
し
て
い
る
。
現
場
で
は
専
門
性
も

高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
働
く

方
の
高
齢
化
や
若
い
方
の
離
職
率
な

ど
も
高
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
上
で
は

必
要
な
人
材
確
保
や
育
成
等
、
職
員

募
集
は
各
事
業
所
が
実
施
し
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
。

各
事
業
所
に
対
し
て
の
支
援
策
は
。

答　
村
田
社
会
福
祉
課
長

　
人
材
確
保
と
育
成
の
た
め
、
事
業

者
へ
の
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
情

地
域
を
支
え
る
経
済

基
盤
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
い
て

潮
来
市
の
人
材
育
成・

確
保
方
針
に
つ
い
て
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問　
こ
れ
ま
で
の
整
備
経
費
及
び
今

後
の
整
備
予
定
を
問
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
令
和
３
年
度
に
は
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
場
所
に
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場

を
約
3
億
4
千
万
円
で
整
備
し
た
。

財
源
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
成
臨
時
交
付

金
７
，２
３
０
万
円
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助

成
金
４
，８
０
０
万
円
を
充
て
て
い

る
。
今
年
度
は
多
目
的
広
場
の
場
所

に
第
２
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
工

事
を
進
め
て
い
く
予
定
。
入
札
金
額

は
約
４
億
７
千
万
円
で
国
庫
補
助
金

を
活
用
す
る
。
来
年
度
以
降
は
、
管

理
棟
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
、
案
内
板

等
、
利
用
状
況
や
財
政

状
況
を
み
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

問　
移
転
先
に
隣
接
す
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
活
用
と
、
今
後
の
説
明
会
の
開

催
予
定
は

答　
榊
原
総
務
部
長

　
津
知
地
区
民
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん

に
相
談
と
研
究
を
し
て
い
く
。

再
問　
８
月
26
日
の
説
明
会
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
厳
し
い
意
見
が

あ
っ
た
。
本
来
、
潮
来
保
健
所
は
鹿

行
地
区
の
健
康
と
環
境
衛
生
、
何
よ

り
も
医
療
過
疎
対
策
の
拠
点
施
設
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
べ
き
施

設
で
あ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

保
健
所
機
能
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し

て
い
く
の
か
！

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
校
舎
含
め
た
跡
地
利
用
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重
要
視
し
て
市
民
と

共
に
研
究
し
て
い
く
。

問　
各
種
団
体
の
一
斉
補
助
金
削
減

の
結
果
と
市
民
の
理
解
は
！！

答　
榊
原
総
務
部
長

　
約
４
０
０
万
円
で
あ
る
。
本
市
の

財
政
状
況
を
し
っ
か
り
と
市
民
の
皆

さ
ん
に
情
報
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

再
問　
潮
来
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
が
枯
渇
し
た
場
合
は
、
具

体
的
に
ど
の
様
な
問
題
が
生
じ
る
の

か
。

答　
下
河
財
政
課
長

　
本
市
の
場
合
、
安
定
し
た
財
政
基

盤
に
は
15
億
程
度
の
保
有
が
必
要
。

現
在
、
安
定
し
た
状
況
と
は
い
え
な

い
。
大
規
模
災
害
時
の
財
源
不
足
、

税
収
減
や
物
価
高
対
応
な
ど
、
さ
ら

に
は
補
正
予
算
の
編
成
厳
し
く
、
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
で
き
な
く

な
る
。

問　
全
国
的
に
茨
城
県
の
他
自
治
体

は
財
政
健
全
化
の
指
数
を
大
幅
に
改

善
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
成
の
大

合
併
に
よ
り
合
併
特
例
債
の
償
還

が
進
ん
で
い
る
事
や
東
日
本
大
震
災

以
後
、
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
復
興
支

援
、
経
済
対
策
な
ど
の
国
、
県
か
ら

の
交
付
金
が
影
響
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
潮
来
市
は
、
過
去
１０
年
数
値
が

倍
増
し
、
実
質
公
債
費
率
は
県
内
５

番
目
と
非
常
に
悪
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
潮
来
市
が
財
源
不
足
に
陥
ら

な
い
た
め
に
も
対
応
を
伺
う
。

答　
原
市
長

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
を
維
持
し

つ
つ
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

人
件
費
も
含
め
て
、
市
民
生
活
へ
負

荷
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
す
べ
て

の
事
業
見
直
し
を
行
う
。

問　
現
在
の
厳
し
い
財
政
下
の
中
、

今
後
、
待
っ
た
な
し
で
学
校
統
合
対

応
の
経
費
、
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

維
持
管
理
費
、
計
画
進
行
中
の
仮
称

麻
生
Ｉ
Ｃ
工
業
団
地
、
壮
大
な
潮
来

Ｉ
Ｃ
整
備
構
想
、
須
賀
、
曲
松
北
地

区
計
画
、
下
水
道
事
業
や
老
朽
化
に

よ
る
ゴ
ミ
焼
却
場
建
設
な
ど
都
市
計

画
事
業
を
中
心
に
投
資
的
経
費
が
山

積
し
て
い
る
。
市
長
の
財
源
計
画
を

問
う
。

答　
原
市
長

　
都
市
計
画
税
は
不
公
平
税
制
と
い

う
観
点
か
ら
廃
止
し
て
い
る
。
現

在
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
は
認
識

し
て
い
る
が
、
し
か
し
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
な
い
た
め
に
も
開
発
事
業
は

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

質問者�　石
いし
田
た
　裕
ゆう
二
じ

潮
来
保
健
所
の
移
転
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
！！

本
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
対
応

前
川
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
整
備
に
つ
い
て
！！

一般通告質問　気になるQ&A

委
員
会
審
査
令
和
5
年
度
決
算

潮
来
市
の
財
政

議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問

令
和
６
年
第
３
回

９
月
定
例
会

意
見
書
提
出
・
能
登
豪
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
義
援
金
を
寄
託
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一般通告質問　気になるQ&A

質問者�　平
ひら
田
た
　健
けんぞう
三

機
者
が
10
名
と
な
っ
て

い
る
。
最
後
に
、
潮
来

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
1８

床
満
床
で
、
待
機
者
が

1４
名
と
い
う
状
況
で
あ

る
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
、
市
民
の
方
々

に
正
し
く
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓

発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
認
知
症

の
人
を
含
め
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
本
人
の
意
思
決
定
や
権
利
擁
護
等

に
つ
い
て
進
め
て
い
る
。
そ
う
い
う

部
分
を
精
査
し
な
が
ら
、
次
期
介
護

保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画

の
中
で
本
市
の
方
向
性
を
示
せ
る
よ

う
研
究
し
て
参
り
た
い
。

問　
災
害
時
の
避
難
所
へ
空
調
設
備

の
推
進
を
！

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
令
和
８
年
４
月
の
潮
来
小
学
校
と

津
知
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
潮
来

小
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
空
調
設
備

を
令
和
７
年
度
に
整
備
す
る
計
画
と

し
て
い
る
。
潮
来
小
学
校
体
育
館
改

修
に
係
る
空
調
設
備
に
関
し
て
は
、

茨
城
県
教
育
庁
財
務
課
に
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
お
り
、
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
、
補
助
率
、
国
２
分
の

１
の
統
合
空
調
と
い
う
交
付
金
を
考

え
て
い
る
。

問　
買
い
物
支
援
対
策
を
急
げ
！

答　
大
川
高
齢
福
祉
課
長

　
食
品
の
ア
ク
セ
ス
困
難
者
に
対
し

て
は
、
１
点
目
と
し
て
、
家
ま
で
商

品
を
届
け
て
も
ら
う
よ
う
な
も
の
。

も
う
一
つ
は
、
移
動
販
売
を
活
用
す

る
方
法
。
ま
た
、
ご
自
分
で
家
か
ら

店
舗
ま
で
行
く
、
そ
の
足
の
確
保
。

最
後
に
は
、
買
物
を
代
行
し
て
い
た

だ
く
も
の
と
、
こ
う
い
う
４
つ
の
視

点
を
重
要
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ

な
状
況
も
あ
る
の
で
、
今
後
具
体
的

な
部
分
に
つ
い
て
は
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
と
周
知
徹
底

を
！

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
改
正
法
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
３
点
に

つ
い
て
。

　
第
１
に
、
経
済
的
支
援
の
強
化
と

し
て
、
児
童
手
当
の
抜
本
的
拡
充
、

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
、
妊
婦
等

包
括
相
談
支
援
事
業
が
整
備
さ
れ

る
。

　
第
２
に
、
全
て
の
子
ど
も
、
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
の
拡
充
と
し
て
、

産
後
ケ
ア
事
業
の
体
制
整
備
、
誰
で

も
通
園
制
度
の
創
設
、
児
童
扶
養
手

当
の
第
三
子
以
降
の
加
算
引
上
げ
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
ヘ
の
支
援
強
化
が

あ
る
。

　
第
３
に
、
共
働
き
・
共
育
て
の
推

進
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
出
生
後

休
業
支
援
給
付
、
育
児
時
短
就
業
給

付
の
創
設
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
の
育
児
期
間
に
係
る
保
険
料
の

免
除
措
置
の
創
設
が
な
さ
れ
る
。
児

童
手
当
の
抜
本
的
拡
充
に
関
す
る
制

度
改
正
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
た
こ

８
月
号
に
記
載
し
た
ほ
か
、
同
様
の

内
容
を
潮
来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
潮

来
市
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
ｉ
ｔ
ａ

ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
」
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

問　
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
？

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
認
知
症
の
方
の
受
入
れ
施
設
と
し

て
、
潮
来
市
内
に
は
認
知
症
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
３
施
設
あ
る
。
福
楽
園

コ
ス
モ
ス
1８
床
満
床
で
、
待
機
者

が
10
名
と
な
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
こ
こ
ろ
、
27
床
満
床
で
、
待

高
齢
者
の
買
い
物
支

援
強
化
に
つ
い
て

認
知
症
高
齢
者
の
支

援
に
つ
い
て

「
指
定
避
難
所
」
で
あ

る
小
・
中
学
校
の
「
空
調

設
備
装
置
」
に
つ
い
て

改
正
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
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う
計
画
だ
っ
た
が
、５
メ
ー
ト
ル
の
防

球
ネ
ッ
ト
か
ら
３
メ
ー
ト
ル
の
防
球

フ
ェ
ン
ス
に
変
更
し
て
整
備
を
す
る
。

問　
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
塙
教
育
長

　
今
年
度
、
合
同
部
活
動
と
い
う
こ

と
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

下
半
期
に
は
、
回
数
を
増
や
し
な
が

ら
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
休
日
の
地

域
移
行
に
向
け
て
ど
う
い
う
形
で
体

制
、
受
皿
を
つ
く
る
の
が
最
適
で
あ

る
か
今
議
論
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
教
員
の
兼
職
兼
業
で

あ
っ
た
り
、
地
域
の
方
々
の
力
を
得
な

け
れ
ば
実
現
し
な
い
た

め
、
潮
来
市
総
出
で
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

体
制
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　
平
成
27
年
度
の
都
市
計
画
税
徴

収
額
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
1
億
４
，９
２
７
万
５
，５
２
1
円

問　
都
市
計
画
税
の
廃
止
は
今
の
現

状
を
ふ
ま
え
適
当
で
あ
っ
た
か
？

答　
原
市
長

　

 

多
く
の
事
業
を
や
っ
て
き
た
が

少
し
身
の
丈
に
合
わ
ず
、
今
の
現

状
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
今

後
き
っ
ち
り
修
正
し
て
い
く
。
定
住

促
進
に
も
資
し
て
い
る
と
思
っ
て
お

り
、
都
市
計
画
税
廃
止
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
は
全
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

廃
止
に
伴
う
財
源
確
保
で
も

あ
っ
た
市
長
給
与
の
3０
％
削
減
は
な

ぜ
早
々
に
終
わ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の

か
？

答　
原
市
長

　
市
長
給
与
の
30
％
削
減
は
1
期
4

年
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
公
約
に

財
政
が
安
定
す
れ
ば
戻
す
と
い
う
こ

と
も
言
っ
て
お
り
、
そ
の
当
時
財
政

が
安
定
し
て
い
た
の
で
議
会
に
報
告

し
、
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問　
平
成
27
年
度
か
ら
の
財
政
調
整

基
金
の
推
移
を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

問　
都
市
計
画
税
の
廃
止
か
ら
9
年

間
で
財
政
調
整
基
金
が
約
１6
億
２
，

０
０
０
万
円
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
都

市
計
画
税
の
税
収
が
あ
っ
た
な
ら
9

年
間
で
約
１3
億
５
，０
０
０
万
円
。

　
都
市
計
画
税
を
見
込
ま
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
将
来
負
担
比
率
が
急

激
に
高
く
な
っ
た
が
、
特
に
選
挙
公

約
は
慎
重
に
議
論
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
は
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
？

答　
原
市
長

　
年
度
間
の
事
業
の
調
整
で
あ
る
程

度
は
維
持
で
き
る
。
財
政
力
が
元
々

厳
し
い
し
状
況
に
あ
る
た
め
、
固
定

費
を
少
し
ず
つ
圧
縮
し
、
今
後
も

企
業
誘
致
等
の
先
行
投
資
を
し
な
が

ら
自
主
財
源
確
保
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

問　
当
初
計
画
か
ら
大
幅
に
内
容
変

更
が
あ
る
よ
う
だ
が
そ
の
内
容
を
伺

う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
大
人
用

１
面
と
ア
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
４
か
所
を

計
画
ど
お
り
整
備
し
規
模
の
変
更
等

は
な
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
に
つ
い

て
は
、
６
基
を
計
画
し
て
い
た
が
、

今
回
の
工
事
で
は
整
備
を
せ
ず
、
将

来
的
に
整
備
で
き
る
よ
う
、
電
気
の

配
管
の
み
整
備
を
す
る
。
観
覧
席
に

つ
い
て
は
、
階
段
式
で
２
か
所
を
計

画
し
て
い
た
が
、
平
坦
な
芝
生
の
観

覧
席
に
変
更
し
て
整
備
を
す
る
。
管

理
棟
に
つ
い
て
は
、
１
棟
計
画
し
て

い
た
が
、
今
回
の
工
事
で
は
整
備
し

な
い
。
防
球
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
囲
を
５
メ
ー
ト
ル

と
10
メ
ー
ト
ル
の
防
球
ネ
ッ
ト
で
囲

質問者�　佐
さ
々
さ
木
き
　徹
とおる

都
市
計
画
税
の
廃
止

決
定
か
ら
9
年
、そ
の
後

中
学
校
の
部
活
動
地

域
移
行
に
つ
い
て

前
川
運
動
公
園
に
増
設

す
る
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー

場
に
つ
い
て

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
取崩し額 5,662万円 7,610万9,000円 1億3,169万８,000円４億2,162万5,000円 3億８,４４6万円
積立額 0円 0円 0円 0円 0円

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
取崩し額 9億7,930万８,000円 0円 0円 2億3,159万円
積立額 0円 6億5,８16万円 3万円 0円

取り崩し額と積立額の差額は、9年間で16億2,322万7,000円
委
員
会
審
査
令
和
5
年
度
決
算

潮
来
市
の
財
政

議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問

令
和
６
年
第
３
回

９
月
定
例
会

意
見
書
提
出
・
能
登
豪
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
義
援
金
を
寄
託
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答　
沼
田
環
境
経
済
部

長
　
各
団
体
の
活
動
振
り

返
り
を
行
い
、
良
い
点

や
課
題
、
改
善
点
等
の

意
見
の
共
有
を
図
っ
た
。
花
の
咲
き

が
悪
く
改
善
を
図
り
た
い
、
園
内
物

販
ブ
ー
ス
の
拡
充
等
の
意
見
が
あ
っ

た
。
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、

株
分
け
圃
場
の
改
善
や
土
壌
の
成
分

分
析
に
合
わ
せ
た
肥
料
の
散
布
等
を

行
っ
て
い
る
。
園
内
に
ヨ
シ
が
侵
入

し
、
ア
ヤ
メ
を
覆
う
ほ
ど
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
防
護
対
策
を
県
等

と
協
議
し
対
策
を
講
じ
る
。

　
圃
場
の
除
草
作
業
に
つ
い
て
も
、

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

質問者�　吉
よし
川
かわ
　利

り
一
いち

問　
本
道
路
は
台
上
戸
、
古
宿
地
区

の
重
要
な
生
活
道
路
に
な
る
が
、
2

度
の
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
。
コ
ン

サ
ル
の
設
計
が
甘
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
地
権
者
が
樹
木
伐

採
費
用
を
市
よ
り
請
求
さ
れ
た
。
樹

木
伐
採
、
の
り
切
り
費
用
を
地
権
者

に
負
担
さ
せ
る
ケ
ー
ス
は
私
が
現
職

の
頃
に
は
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
。
詳
し
い
説
明
を
求
め
る
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
土
砂
崩
れ
に
対
し
て
は
事
前
に
安

全
対
策
を
行
っ
た
。
民
有
地
の
の
り

面
等
整
備
費
用
は
原
則
、
地
権
者
が

負
担
す
る
と
い
う
認
識
。
樹
木
は

市
が
伐
採
し
、
地
権
者
に
費
用
請
求

す
る
。
現
状
の
ま
ま
で
の
道
路
開
放

の
際
は
車
線
規
制
が
必
要
と
な
る
の

で
、
の
り
面
整
備
に
つ
い
て
、
こ
の

場
所
は
、
道
路
の
安
全
性
確
保
の
た

め
、
代
替
工
事
と
し
て
市
が
施
工
す

る
。
こ
れ
ら
は
地
権
者
の
了
解
を
得

て
い
る
。
本
道
路
は
令
和
7
年
3
月

の
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

再
問　
樹
木
伐
採
、
の
り
面
整
備
の

費
用
負
担
に
つ
い
て
、
了
解
の
事
実

は
な
い
と
地
権
者
の
代
理
人
よ
り
聞

い
て
い
る
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
市
と
し
て
は
地
権
者
よ
り
樹
木
伐

採
・
の
り
面
整
備
の
了
解
を
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
認
識
。

写
真
を
入
れ
る

問　
牛
堀
地
区
跡
地
利
用
基
本
計
画

に
つ
い
て
、
令
和
五
年
度
は
予
算
の

三
割
し
か
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
進

捗
は
計
画
書
ど
お
り
な
の
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
進
捗
に
つ
い
て
は
、
旧
牛
堀
出
張

所
跡
地
整
備
を
優
先
し
、
現
在
事
業

用
地
の
相
続
調
査
を
進
め
て
い
る
。

再
問　
調
査
に
何
年
も
か
け
て
い
て

は
跡
地
利
用
が
実
現
で
き
な
い
。
で

き
る
所
か
ら
実
行
す
る
よ
う
に
か
じ

を
き
る
つ
も
り
が
あ
る
の
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　

牛
堀
地
区
の
住
民
の
方
々
に
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
と
し
て

参
画
い
た
だ
い
て
、
し
っ
か
り
と
し

た
基
本
計
画
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
計

画
案
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
、
議

員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
し
っ
か
り
と

こ
の
取
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
。

問　
整
備
中
の
仮
称
麻
生
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接
す
る
清
水
地
区
で

は
工
業
団
地
が
構
想
中
だ
が
、
さ
ら

に
整
備
す
れ
ば
多
様
な
産
業
の
受

け
皿
と
な
り
う
る
。
市
の
見
解
を
伺

う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
雇
用
の
創
出
や
移
住
定
住
促
進
の

た
め
、
過
疎
債
を
活
用
し
な
が
ら
新

た
な
産
業
用
地
の
確
保
に
向
け
た
調

査
検
討
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
、
産
業
の
受
け
皿
づ
く
り

を
目
指
し
、
調
査
検
討
を
進
め
て
参

り
た
い
。

問　
あ
や
め
ま
つ
り
開
催
後
に
行
わ

れ
た
反
省
会
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

過
疎
債
の
使
途
に

つ
い
て

あ
や
め
ま
つ
り
に

つ
い
て

「市道（牛）「市道（牛）11級４号線級４号線
（台上戸～古宿）」（台上戸～古宿）」

市
道（
牛
）1
―
４
号

線（
台
上
戸
〜
古
宿
）へ

の
道
路
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
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よ
っ
て
、
対
応
が
変
わ
る
の
か
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
実
際
に
避
難
と
な
っ
た
際
に
は
、

区
長
や
民
生
委
員
に
限
ら
ず
、
地
域

の
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
を
含

め
、
地
域
全
体
で
対
応
を
行
う
。
そ

の
た
め
、
区
長
と
民
生
委
員
の
懇
談

会
の
開
催
等
で
、
平
常
時
か
ら
情
報

連
携
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
事
前

に
区
長
、
区
長
代
理
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
消
防
団
に
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
配
付
を
行
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
人
命
に
関
わ
る
事
案
な
の

で
、
区
に
加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か

で
対
応
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な

い
。

一般通告質問　気になるQ&A

質問者�　和
わ だ
田　直

なお
子
こ

問　
水
害
時
の
避
難
所
数
は
足
り
て

い
る
の
か
？

　
避
難
想
定
者
数
と
冷
房
設
備
が
あ

る
避
難
所
の
受
け
入
れ
可
能
数
を
伺

う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
が
指
定
避
難
所
と
し
て
指
定
す

る
場
所
は
、
各
地
区
合
わ
せ
て
二
十

二
か
所
。
そ
の
う
ち
浸
水
想
定
区
域

以
外
に
あ
り
、
冷
房
設
備
を
備
え

た
避
難
所
は
八
か
所
で
、
千
六
百
六

人
受
入
れ
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
避
難
所
の
大
半
が
学
校
の
体
育

館
が
受
入
先
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

有
事
の
際
に
は
災
害
協
定
を
結
ん
で

い
る
業
者
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

な
ど
の
冷
房
施
設
を
ご
提
供
い
た
だ

き
、
暑
さ
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

　
市
が
把
握
し
て
い
る
浸
水
想
定
区

域
内
人
口
は
約
一
万
三
千
人
で
、
浸

水
想
定
区
域
以
外
に
あ
る
避
難
十
九

か
所
の
収
容
可
能
人
数
の
合
計
は
七

千
百
六
十
五
人
で
あ
る
。
全
て
の
方

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
物
理
的
に
難

し
い
た
め
、
潮
来
市
が
災
害
協
定
を

結
ん
で
い
る
自
治
体
と
連
携
し
広
域

避
難
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
自
治
区
役
員
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
？

　
自
治
区
が
自
主
防
災
組
織
の
ベ
ー

ス
な
ら
ば
、
自
治
区
の
役
員
に
女
性

が
あ
る
一
定
数
い
る
こ
と
が
、
災
害

時
に
も
い
わ
ゆ
る
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が

る
。
現
在
の
自
治
区
役
員
の
女
性
の

割
合
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
で
把
握
し
て
い
る
自
治
区
役
員

は
区
長
と
区
長
代
理
だ
が
、
現
在
の

状
況
は
区
長
六
十
六
名
中
、
女
性
ゼ

ロ
名
、
区
長
代
理
六
十
六
名
中
、

女
性
一
名
。
女
性
が
占
め
る
割
合
と

し
て
は
、
区
長
、
ゼ
ロ
％
、
区
長
代

理
、
1.5
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
？

　
自
治
会
役
員
に
お
け
る
女
性
の
割

合
を
増
や
す
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
現
在
、
主
だ
っ
た
取
組
は
し
て
い

な
い
が
、
女
性
参
画
を
進
め
る
こ
と

で
、
自
治
会
運
営
に
女
性
の
ニ
ー
ズ

や
視
点
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
他
自
治
体

の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
研
究
を
進

め
て
い
く
。

問　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
は
何

人
く
ら
い
い
る
の
か
？

　
災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
避
難

行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て
い

る
。
避
難
行
動
要
支
援
者
の
各
地
区

の
平
均
の
人
数
と
安
否
確
認
の
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
各
地
区
平

均
は
、
行
政
区
単
位
で
１
地
区
約
５

名
。
最
も
多
い
地
区
で
は
、
19
名
、

最
も
少
な
い
地
区
で
は
ゼ
ロ
名
。

　
安
否
確
認
の
方
法
は
、
台
風
等
上

陸
が
予
想
さ
れ
る
２
日
前
か
ら
民
生

委
員
の
皆
様
か
ら
要
支
援
者
の
方
々

に
対
し
て
、
訪
問
や
電
話
な
ど
で
安

否
確
認
と
早
期
避
難
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
を
行
っ
て
い
る
。

問　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方
の
避
難
に
つ
い
て

　
名
簿
を
持
っ
て
い
る
区
長
、
民
生

委
員
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
避

難
に
関
わ
る
の
か
。
ま
た
、
区
長
は

区
に
加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
う
！

委
員
会
審
査
令
和
5
年
度
決
算

潮
来
市
の
財
政

議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問

令
和
６
年
第
３
回

９
月
定
例
会

意
見
書
提
出
・
能
登
豪
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
義
援
金
を
寄
託
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一般通告質問　気になるQ&A

過
疎
債
の
活
用
は
で
き

な
い
の
か
？　

答　
河
瀨
企
画
政
策
課

長
　
過
疎
債
の
活
用
も
含

め
、
助
成
支
援
制
度
を
探
求
し
潮
来

市
に
と
っ
て
有
利
な
財
源
の
獲
得
を

し
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
。

質問者�　志
し
�村
むら
��　一

はじめ

問　
公
共
交
通
空
白
地
域
を
回
る
ワ

ゴ
ン
車
の
導
入
な
ど
新
た
な
取
組

は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
現
在
の
広
域
路
線
バ
ス
の
改
善
策

と
し
て
、
本
年
度
は
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ

の
車
両
を
使
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
導
入
に
向
け
た
実
証
運
行
を

予
定
し
て
い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
今
年
度
12
月
と
１
月
の
２

か
月
の
実
証
運
行
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。

問　
行
方
縦
貫
道
路
に
鹿
行
広
域
路

線
バ
ス
を
通
し
て
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
昨
年
度
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

結
果
を
踏
ま
え
、
現
在
の
広
域
路
線

バ
ス
２
路
線
が
通
っ
て
い
な
い
行
方

縦
貫
道
路
を
運
行
す
る
ル
ー
ト
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

問　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
１

枚
２
０
０
円
の
回
数
券
と
し
、
何
枚

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
？

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
今
後
利
用
者
ニ
ー
ズ
な
ど
の
把
握

に
努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
潮
来
市
公
共
交
通
の
中
で

調
整
を
し
て
い
く
。

問　
潮
来
一
中
、
牛
堀
中
統
合
準
備

委
員
会
の
進
捗
状
況
は
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
令
和
６
年
７
月
26
日
に
第
１
回
と

な
る
潮
来
第
一
中
学
校
・
牛
堀
中
学

校
統
合
準
備
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
後
、
両
学
区
の
小
中
学
校
の
児

童
、
生
徒
、
潮
来
第
一
中
学
校
区
の

保
護
者
と
教
職
員
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
次
回
の
統
合
準
備
委
員
会
は

10
月
下
旬
に
予
定
し
て
お
り
、
専
門

部
会
の
開
催
も
含
め
て
、
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
統
合
準
備
を

進
め
て
い
く
。

問　
牛
堀
中
学
区
の
保
護
者
を
対
象

に
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

対
応
は
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
７

月
に
第
１
報
と
し
て
牛
堀
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
へ
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

回
答
の
内
容
に
つ
い
て
は
統
合
準
備

委
員
会
や
各
専
門
部
会
の
中
で
課
題

整
理
し
、
保
護
者
や
関
係
者
へ
の
情

報
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問　
閉
鎖
さ
れ
た
旧
牛
堀
町
民
プ
ー

ル
跡
地
の
管
理
状
況
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
掲
揚
塔
３
本
の
根
本
部
分
の
腐
食

等
も
あ
る
の
で
、
早
急
に
撤
去
作
業

を
行
う
。
今
後
も
周
辺
の
景
観
維
持

や
防
犯
・
防
災
の
観
点
か
ら
も
見
回

り
等
を
行
う
と
と
も
に
、
草
刈
り
を

は
じ
め
と
す
る
維
持
管
理
並
び
に
安

全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問　

旧
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
の
撤
去

は
、
牛
堀
地
区
跡
地
利
用
の
計
画
の

中
で
最
優
先
で
は
？

―�

プ
ー
ル
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
、
跡

地
利
用
は
で
き
な
い
―

答　
榊
原
総
務
部
長

　
牛
堀
地
区
跡
地
利
用
基
本
計
画
に

お
い
て
、
旧
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
撤
去

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
想
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
お

お
む
ね
５
年
か
ら
10
年
を
想
定
す
る

中
期
段
階
に
お
い
て
撤
去
工
事
実
施

予
定
と
し
て
い
る
。

再
問　
旧
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
撤
去
に

運
転
免
許
証
を
有
し
な

い
高
齢
者
の
方
々
の
移

動
交
通
手
段
に
つ
い
て

１
年
６
か
月
後
に
迫
っ

た
潮
来
一
中
、牛
堀
中

の
統
合
に
つ
い
て

過
疎
地
域
に
残
る
2０
年

以
上
も
放
置
さ
れ
て
い

る
旧
牛
堀
町
民
プ
ー
ル

に
つ
い
て

旧牛堀町民プール跡地旧牛堀町民プール跡地
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質問者�　飯
いいじま
島　康

やすひろ
弘

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）

事
業
は
安
定
的
な
財
源
確
保
、
民
間

の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
市
の
Ｐ
Ｒ

等
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。
市
民
、

民
間
パ
ー
ト
ナ
ー
、
潮
来
市
が
「
３

方
よ
し
」
の
関
係
を
構
築
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問　

計
画
上
ど
の
段
階
で
あ
る
の

か
。
最
終
的
に
は
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　

第
２
期
学
校
適
正
化
計
画(

令
和

6
年
～
令
和
10
年
の
5
年
計
画)

に

お
い
て
小
学
校
を
4
校
化
、
中
学
校

を
段
階
的
に
1
校
化
。

　
小
学
校
に
つ
い
て
は
令
和
8
年
４

月
に
潮
来
小
と
津
知
小
を
統
合
。

　
中
学
校
に
つ
い
て
は
令
和
8
年
４

月
に
潮
来
一
中
と
牛
堀
中
を
統
合
。

そ
の
後
令
和
11
年
4
月
に
一
校
化
を

目
指
す
。

　
現
在
、
計
画
上
で
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
段
階
で
あ
り
。
令
和
8
年
の

統
合
で
75
％
、
令
和
11
年
の
中
学
校

一
校
化
に
て
１
０
０
％
の
段
階
と
な

る
。

問　

潮
来
市
で
は
ど
の
段
階
な
の

か
、
状
況
は
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
こ
れ
ま
で
の
部
活
動
の
概
念
を
根

底
か
ら
覆
す
大
改
革
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
検
討
委
員
会
を
5
回
開
催

し
本
年
10
月
に
「
潮
来
市
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
推
進
委
員
会
」
を
設
置
す
る

段
階
で
あ
る
。
多
く
の
課
題
解
決
の

た
め
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

推
進
す
る
。

問　

重
大
な
課
題
の
一
つ
が
「
統

合
」
と
「
地
域
移
行
」
が
同
時
に
市

民
・
保
護
者
・
子
ど
も
た
ち
、
学
校

に
伸
し
掛
か
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
う

考
え
る
か
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
「
統
合
」
と
「
地
域
移
行
」
は
重

要
施
策
と
位
置
付
け
、
車
の
両
輪
の

ご
と
く
進
め
、
同
時
に
市
民
の
み
な

さ
ま(

市
民
、
保
護
者
、
子
ど
も
た

ち
、
学
校)

に
周
知
し
て
い
く
。

問　
市
民
に
理
解
を
求
め
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
具
体
策
は

あ
る
か
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
地
域
移
行
に
関
し
、
ま
だ
ま
だ
認

知
度
が
低
い
と
捉
え
、
潮
来
市
独
自

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
。
2
学
期
中

に
市
内
小
中
全
児
童
生
徒
、
保
護
者

に
配
布
し
周
知
に
努
め
る
。

問　
雑
草
等
の
繁
茂
が
目
立
つ
、
新

た
な
対
策
は
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
こ
れ
ま
で
も
各
学
校
の
要
望
を
受

け
、
危
険
個
所
等
の
樹
木
の
伐
採
、

剪
定
、
除
草
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

は
本
年
か
ら
す
べ
て
の
学
校
で
立
ち

上
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に

ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
。

問　
新
た
な
財
源
確
保
の
ひ
と
つ
と

し
て
推
し
進
め
る
べ
き
？

答　
榊
原
総
務
部
長

一般通告質問　気になるQ&A

小
中
学
校
の
在
り
方
に

つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

学
校
の
環
境
整
備
に

つ
い
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

事
業
に
つ
い
て

委
員
会
審
査
令
和
5
年
度
決
算

潮
来
市
の
財
政

議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問

令
和
６
年
第
３
回

９
月
定
例
会

意
見
書
提
出
・
能
登
豪
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
義
援
金
を
寄
託
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性
を
確
保
す
る
た
め
の

り
面
の
整
備
は
、
市
が

負
担
す
る
。

問　
の
り
面
工
事
の
工

法
、
工
期
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
の
り
面
工
事
工
法
は
付
近
と
同
様

に
安
定
勾
配
、
1
対
1
で
切
通
し
、

植
生
シ
ー
ト
で
の
り
面
を
保
護
す

る
。
工
事
は
11
月
2４
日
ま
で
を
予
定

し
て
い
る
。

再
問　
地
権
者
の
話
に
よ
る
と
話
し

合
い
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
に
伐

採
の
工
事
が
進
め
ら
れ
た
と
聞
い
て

い
る
が
い
か
が
か
。

答　
草
野
都
市
建
設
課
長

　
最
終
的
に
は
７
月
31
日
に
地
権
者

へ
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
市
が
実

施
、
請
求
す
る
こ
と
で
お
話
し
し

た
。
そ
の
時
点
で
了
承
い
た
だ
い

た
。

問　
市
内
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
現
状
は
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
令
和
５
年
度
い
じ
め
の
認
知
件
数

は
、
小
学
校
２
３
４
件
、
中
学
校
76

件
で
あ
り
、
令
和
６
年
度
７
月
末
の

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
小
学
校

１
１
６
件
、
中
学
校
67
件
で
あ
る
。

年
間
30
日
以
上
の
欠
席
は
、
令
和
５

年
度
で
小
学
校
25
名
、
中
学
校
で
36

名　
令
和
6
年
度
は
7
月
現
在
で
小

学
校
6
名
、
中
学
校
20
名
と
な
っ
て

い
る
。

問　
学
校
復
帰
を
支
援
す
る
諸
活
動

の
内
容
、
実
情
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
解
決
策
と
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

助
言
を
受
け
不
登
校
の
原
因
分
析
や

対
応
等
に
生
か
し
て
い
る
。
ま
た

今
年
度
よ
り
潮
来
一
中
に
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
を
開
設
し
て
い
る
。
不
登
校

が
長
期
化
し
た
児
童
生
徒
へ
の
対
応

と
し
て
自
宅
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
が
で
き
る
よ
う
学
校
に
指
導
し
て

い
る
。

問　
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
の
「
の

び
の
び
ル
ー
ム
」
の
開
設
や
教
育
相

談
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　

の
び
の
び
ル
ー
ム
へ
の
在
籍
数

は
、
令
和
６
年
８
月
末
で
小
学
生
１

名
、
中
学
生
４
名
で
あ
り
、
令
和
５

年
度
は
小
学
生
５
名
、
中
学
生
６
名

で
あ
る
。
教
育
相
談
の
件
数
は
令
和

６
年
８
月
末
で
2４
件
、
令
和
５
年
度

は
１
５
３
件
あ
っ
た
。
ま
た
、
教
育

相
談
員
を
中
学
校
へ
週
２
回
派
遣
、

相
談
件
数
は
、
令
和
５
年
度
５
８
１

件
、
令
和
６
年
度
８
月
末
で
２
４
８

件
で
あ
っ
た
。

再
問　
令
和
５
年
度
の
い
じ
め
や
不

登
校
は
解
消
さ
れ
た
か
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
令
和
６
年
度
７
月
現
在
３
１
０
件

中
３
０
７
件
の
解
消
と
な
っ
て
い

る
。
小
学
校
２
件
、
中
学
校
１
件
が

未
解
消
で
あ
る
。

再
問　
不
登
校
の
未
然
防
止
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
だ
れ
も
が
分
か
る
授
業
づ
く
り
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
、
子
ど
も
と
友
達
や
先

生
な
ど
と
の
心
の
絆
づ
く
り
を
行

う
よ
う
に
校
長
研
修
会
や
各
研
修
会

に
お
い
て
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
を
し

て
子
供
や
保
護
者
の
相
談
に
応
じ
て

い
る
。

再
問　
潮
来
一
中
に
今
年
度
か
ら
開

設
し
た
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
文
部
科
学
省
が
不
登
校
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援
事
業
の
一
環
で
学
校
に

行
き
づ
ら
い
、
教
室
に
入
り
に
く
い

と
感
じ
る
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
学

習
サ
ポ
ー
ト
や
相
談
を
す
る
と
い
う

の
が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
。

再
問　
不
登
校
が
解
消
さ
れ
た
人
数

を
伺
う
。

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　
４
名
で
あ
る
。

問　
土
砂
崩
れ
現
場
の
経
過
・
対
処

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
令
和
５
年
12
月
施
工
業
者
よ
り
倒

木
の
可
能
性
、
の
り
面
の
亀
裂
あ
り

と
連
絡
が
あ
り
、
現
地
確
認
し
た
。

地
権
者
の
動
向
が
見
え
な
い
た
め
８

月
に
市
で
伐
採
を
し
今
後
地
権
者
に

請
求
す
る
。
の
り
面
に
つ
い
て
は
、

民
有
地
な
の
で
個
人
管
理
と
説
明
。

今
後
安
全
対
策
も
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
代
替
施
工
と
し
て
道
路
の
安
全

市
道（
牛
）1
級
４
号
線

（
台
上
戸
〜
古
宿
方
面
）に

つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

質問者�　田
た
�崎
さき
��　清

きよし

市
内
小
中
学
校
の
い

じ
め
、
不
登
校
の
児
童・

生
徒
に
つ
い
て
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問　
6／2４
に
土
地
改
良
区
、
6／2５
に
農
業
委

員
会
、
7／１０
に
地
権
者
へ
の
説
明
会
が

あ
っ
た
が
そ
の
反
応
は
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　

本
基
本
構
想
に
つ
い
て
、
一
定
程
度

の
理
解
を
い
た
だ
け
た
も
の
と
受
け
止

め
て
い
る
。
関
係
団
体
か
ら
は
「
今
後

は
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
欲
し
い
」、
地
権
者
か
ら
は
「
耕

作
者
へ
の
説
明
会
も
実
施
し
て
欲
し

い
」
と
の
意
見
を
受
け
て
い
る
。

問　
7／８
の
週
よ
り
地
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、

7／１１
よ
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
っ
た
が

そ
の
反
応
は
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　

地
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ご
回
答

い
た
だ
い
た
方
の
約
９
割
が
概
ね
事
業

に
協
力
を
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
商
業
施
設
や
子
ど
も
が
遊
べ
る
施

設
な
ど
を
望
む
意
見
が
多
く
あ
が
っ
て

い
る
。
交
通
渋
滞
な
ど
の
懸
念
も
少
数

意
見
と
し
て
受
け
て
い
る
。

問　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
と
の
協

議
は
順
調
で
あ
る
の
か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

ら
に
は
封
筒
等
の
印
刷
に
も
負
担
が
か

か
る
。
庁
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
を

利
用
し
、
折
り
返
し
に
対
応
す
べ
く
運

用
を
行
っ
て
い
る
。

問　
Ｒ
１１
の
潮
来
市
内
の
全
中
学
校
の

統
合
に
先
ん
じ
て
制
服
・
体
操
服
・
カ

バ
ン
・
運
動
靴
等
、
ま
た
新
た
に
統
合

の
際
に
揃
え
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
計

画
で
き
な
い
か
？

答　
吉
川
学
校
教
育
課
長

　

検
討
委
員
会
、
統
合
準
備
委
員
会
、

児
童
、
生
徒
、
学
校
、
保
護
者
の
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
早
め
に
計
画

し
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

一般通告質問　気になるQ&A

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の

新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
伴

う
潮
来
市
地
域
連
携
拠
点

整
備
基
本
構
想
に
つ
い
て

　
具
体
化
に
向
け
た
協
議
に
あ
た
っ
て

は
一
定
程
度
時
間
を
要
す
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
。
茨
城
県
や
鹿
嶋
市
を

含
め
、
継
続
的
に
協
議
し
進
捗
が
あ
れ

ば
適
宜
情
報
共
有
し
て
参
り
た
い
。

問　

民
間
活
力
導
入
可
能
性
調
査
業
務

委
託
は
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
合
同
会
社

へ
委
託
さ
れ
た
が
役
割
と
委
託
料
を
伺

う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
役
割
は
想
定
さ
れ
る
課
題
の
整
理
や

対
応
策
の
立
案
を
は
じ
め
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
民
間
事
業
者
と
の
連
絡

調
整
な
ど
調
査
報
告
書
の
作
成
ま
で
を

担
っ
て
い
た
だ
く
。
委
託
契
約
料
は

９
９
８
万
３
，０
５
０
円
で
全
額
国
費

で
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

再
々
問　

第
二
の
観
光
農
園
に
な
る
こ

と
な
く
農
業
と
共
存
し
て
開
発
し
て
い

け
る
の
か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
地
域
連
携
拠
点
整
備
基
本
構
想
に
お

け
る
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
推
進

し
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、
農
業
と
の

兼
ね
合
い
に
つ
い
て
は
、
本
基
本
構
想

の
中
で
６
次
産
業
化
に
向
け
た
機
能
導

入
を
位
置
付
け
て
い
る
た
め
、
具
体
化

を
図
っ
て
参
り
た
い
。

問　

４
市
で
１
５
０
万
ず
つ
負
担
し
事

業
運
営
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　

令
和
5
年
度
に
お
い
て
は
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
活
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
ノ
ベ

ル
テ
ィ
作
成
、
水
運
を
活
か
し
た
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
検
証
、
小
冊
子
の
配

布
、
公
式
ア
プ
リ
内
で
の
電
子
書
籍
無

料
公
開
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ウ
ェ
ブ

広
告
等
を
実
施
し
、
一
定
程
度
の
Ｐ
Ｒ

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

再
問　

ホ
テ
ル
日
航
成
田
で
の
香
取
市

長
・
佐
倉
市
長
・
潮
来
市
長
と
の
あ
や
め

を
通
し
た
広
域
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
原
市
長

　

長
期
滞
在
型
の
外
国
の
方
々
の
誘

客
を
ホ
テ
ル
日
航
成
田
と
三
市
で
連
携

し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

各
課
に
１
台
携
帯
を
備
え
て
携
帯

に
か
け
て
発
信
番
号
を
出
せ
な
い
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

新
た
な
設
置
費
用
や
維
持
管
理
、
さ

質問者�　小
お
沼
ぬま
　英
ひであき
明

東
国
水
郷（
鹿
嶋・神
栖・

香
取
・
潮
来
4
市
）の
地

域
観
光
に
つ
い
て

令
和
8
年
統
合
予
定
の

潮
来
一
中
・
牛
堀
中
の
制

服
に
つ
い
て

市
役
所
か
ら
か
か
っ
て

く
る
電
話
が
０
２
９
９—

６
３—

１
１
１
１
だ
け
で

折
り
返
せ
な
い

委
員
会
審
査
令
和
5
年
度
決
算

潮
来
市
の
財
政

議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一
般
質
問

令
和
６
年
第
３
回

９
月
定
例
会

意
見
書
提
出
・
能
登
豪
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
義
援
金
を
寄
託
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助
対
象
事
業
は
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
自
治
会
が
集
会
所
等
に
お
い
て
開

催
す
る
敬
老
会
事
業
と
し
て
い
る
。

補
助
対
象
経
費
は
、
昼
食
等
費
用
と

し
、
参
加
者
１
人
当
た
り
千
円
で
75

歳
以
上
の
方
と
な
っ
て
い
る
。

問　
あ
る
地
区
で
は
事
業
に
関
わ
る

役
員
さ
ん
の
労
力
、
空
調
機
の
な
い

集
会
所
や
食
中
毒
な
ど
の
健
康
衛
生

面
で
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
各
自

治
会
独
自
の
資
金
で
お
祝
い
品
を
届

け
た
と
伺
っ
て
い
る
。
各
自
治
会
区

長
へ
の
説
明
等
に
つ
い
て
行
っ
た
の

か
。

答　
大
川
高
齢
福
祉
課
長

　
各
地
区
代
表
区
長
に
対
し
、
５
月

下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
訪
問
等

に
よ
り
今
回
の
敬
老
会
事
業
に
つ
い

て
ご
説
明
し
、
本
事
業
の
趣
旨
を
ご

理
解
賜
り
な
が
ら
進
め
て
き
た
と
考

え
て
い
る
。
本
事
業
に
対
す
る
ご
意

見
や
課
題
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
精
査
し
て
い
く
こ
と
も
ご
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

再
問　
今
年
度
の
健
全
な
方
だ
け
に

集
ま
っ
て
頂
く
よ
う
な
、
特
化
し
た

や
り
方
は
公
平
性
に
欠
け
て
い
る
。

従
来
の
よ
う
に
役
員
が
各
戸
配
布
に

回
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
否
の
確
認

も
並
行
し
て
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
災
害
時
の
支
援
に
も
大
き
く
役

立
つ
も
の
と
思
う
が
い
か
が
か
。�

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
後

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
防
犯
灯
新
規
設
置
に
つ
い
て
は
３

か
所
、
令
和
６
年
１
月
９
日
よ
り
供

用
開
始
と
な
っ
て
い
る
。 

答　
小
沼
建
設
部
長

　
都
市
建
設
課
に
お
い
て
は
、
昨
年

度
は
歩
道
な
ど
の
雑
草
を
除
草
、
市

道（
潮
）１
級
５
号
線
に
つ
い
て
は
、

側
溝
蓋
の
が
た
つ
き
や
側
溝
の
破
損

個
所
の
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
今
年

度
に
入
り
街
路
樹
の
伐
採
を
５
月
に

発
注
し
、
枯
れ
木
な
ど
21
本
の
伐
採

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
蓋
の
か
か
っ

て
い
な
い
道
路
側
溝
に
蓋
が
け
を

行
っ
て
い
る
。

再
問　
現
状
は
著
し
く
傷
ん
で
お
り

舗
装
の
打
ち
替
え
及
び
側
溝
の
修
繕

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

改
め
て
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。�

答　
草
野
都
市
建
設
課
長 

　
市
内
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
計
画
的
に
整
備
の
方
を

行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
今
年
度
の
事
業
内
容
を
伺
う
。

答　
実
川
市
民
福
祉
部
長

　
補
助
金
の
交
付
対
象
は
敬
老
会
事

業
を
実
施
す
る
自
治
会
で
あ
り
、
補

問　
市
道
に
お
け
る
点
検
及
び
修
繕

は
ど
の
よ
う
な
対
応
、
手
順
で
行
っ

て
い
る
か
を
伺
う
。

答　
小
沼
建
設
部
長

　
市
道
の
安
全
管
理
の
た
め
毎
月
第

２
・
第
４
水
曜
日
に
６
班
体
制
で
都

市
建
設
課
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら

の
通
報
、
要
望
に
つ
い
て
も
、
同
様

に
課
内
で
情
報
を
共
有
し
、
順
次
対

応
を
し
て
い
る
。

問　
日
の
出
地
区
で
の
道
路
で
側
溝

蓋
が
な
い
箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
が
、
市
民
か
ら
の
苦
情
や
要
望
等

は
あ
る
か
。

答　
草
野
都
市
建
設
課
長

　
学
校
関
係
や
保
護
者
か
ら
側
溝
の

蓋
が
け
等
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

再
問　
実
際
、
落
下
、
脱
輪
な
ど
の

毀
損
事
故
が
生
じ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。

答　
草
野
都
市
建
設
課
長

　
日
の
出
地
区
の
復
興
が
終
っ
て
か

ら
、
側
溝
の
蓋
が
け
を
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。

問　
市
道（
潮
）１
級
５
号
線
だ
が
、

道
路
関
係
の
要
望
が
下
田
区
長
よ
り

一般通告質問　気になるQ&A

答　
実
川
市
民
福
祉
部

長
　
記
念
品
の
配
布
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
臨
時

的
な
措
置
と
捉
え
て
い

る
。
最
初
に
立
ち
返

り
、
集
ま
っ
て
頂
い
て
喜
ん
で
い
た

だ
く
事
業
と
い
う
と
こ
ろ
に
戻
り
、

令
和
６
年
度
の
事
業
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　
こ
の
検
証
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

再
々
問　
来
年
度
は
再
検
討
し
て
い

た
だ
け
る
余
地
が
あ
る
か
。

答　
原
市
長

　
制
度
上
の
本
来
の
姿
に
戻
し
た
と

い
う
の
が
現
実
で
来
年
度
に
つ
い
て

は
区
長
さ
ん
に
よ
く
お
話
を
聞
い
て

決
定
し
て
い
き
た
い
。 

質問者�　黒
くろ
須
す
　俊
とし
行
ゆき

道
路
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て

敬
老
会
事
業
に
つ
い
て
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教育福祉経済委員会 総務建設委員会
付託された案件：条例改正　1件
　　　　　　　　補正予算　1件
　　　　　　　　そ の 他　4件

9月24日の委員会での結果を議会最終日に各委員長が報告しました

 主な質疑
茨城租税債権管理機構規約の変更につ
いて
問　�提案理由に賦課徴収とあるが、方法はどの
ようなものか。

答　 市県民税の均等割に併せて賦課しており、
均等割と一緒に徴収する。

　　 令和５年度は、森林環境税はなかったが、
市民税と県民税に東日本大震災の特例措
置分500円がそれぞれ乗っており、合計
6,000円であった。令和６年度以降はこの
特例措置分がなくなり、森林環境税を合わ
せて6,000円となる。合計額には変更ない
が、森林環境税は賦課することになる。

 所管に関する質問

委 員 会 審 査｜各委員会に付託された議案等を審議

問　�操法大会のやり方が変わったようだが、ど
うであったか。

答　 今年度から、出場チームが変わっており、
令和６年度チームと令和５年度チーム約半
分に分けている。その中で、優勝したチー
ムが10月に開催される鹿行地区大会に出
場することになる。出場台数が減ったこと
により、時間も早くなり、総務課の事務負
担が減った。

　　 また、消防団員の方から操法大会に対する
負担が大きいといった声が上がった。潮来
だけではなく周辺もそうであるが、そうい
う思いに対して、どう改善していくのか消
防団員も含めて議論を行った。団員の負担
を少しでも軽減しようという思いから、ま
ずは今年やり方を変えたところである。

付託された案件：専決処分　1件
　　　　　　　　条例改正　1件
　　　　　　　　補正予算　4件
　　　　　　　　請　　願　2件

 主な質疑
令和６年度潮来市一般会計補正予算
（第４号）〔所管科目〕
問　�9款：教育費　5項：保健体育費　1目：保
健体育費　1節：報酬

　　�全日本中学選手権競漕大会事務（会計年
度任用職員）　133万の内容と一般財源か
らの支出なのか伺う。

答　 来年7月に、潮来市で全日本中学選手権競
漕大会が開催される。そのための事前準
備として、会計年度任用職員2名を雇用す
る。支出は一般財源からとなる。

 所管に関する質問
問　�津知小学校の時間短縮の効果は？今後の
展開はどうであったか伺う。

答　 昨年度２月から1か月間実施した。その成
果と課題について児童・保護者・教職員に
アンケートをとり、概ね好評であったため
4月から採用している。1学期実施し、概
ね好評であった。午前中40分×5時間授業
に児童も集中している。午後の6時間目の
前に、学習内容を自由に組める時間として
20分間を確保し、例えば60分授業とする
などの工夫もしている。この取組みの効果
は、ホームページでも公表している。

問　�今年度の敬老会事業の期日はいつまでか。
答　 11月頃までを期日として考えているが、区

の状況もあるのでご相談いただければと思
う。各区長に対して10月下旬頃に各種意
見を集約するためアンケートを実施する予
定。

令
和
5
年
度
決
算

潮
来
市
の
財
政

議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

令
和
６
年
第
３
回

９
月
定
例
会

委
員
会
審
査

一
般
質
問

意
見
書
提
出
・
能
登
豪
雨
災
害
の

被
災
者
支
援
の
た
め
義
援
金
を
寄
託
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潮来市の財政状況について

▶ 市税…皆さんに収めていただく税金
（市民税・固定資産税・軽自動車税
など）

▶ 地方交付税…市の財政力に応じて、
国からもらえる自由に使えるお金

▶ 市債…国や銀行等から借りるお金
▶ 国・県支出金…特定の決められた事

業に対して国や県からもらえるお金
▶ 繰入金…積立金（基金）からの切り

崩し、他会計から繰り入れたお金
▶ 繰越金…前年度の余剰金が繰越され

たお金

▶議会費…議会運営
▶民生費…児童・高齢福祉など
▶ 総務費…企画委託・広報・選挙・シ

ステム維持など
▶土木費…インフラ整備など
▶衛生費…保健・ゴミなどの公衆衛生
▶教育費…小中学校・生涯学習など
▶公債費…借入金の返済
▶消防費…消防団や消防施設など
▶ 商工費…商工業発展や観光事業など
▶農林水産業費…産業振興など

収入額 53万7,556円
支出額 51万2,088円
　　　　 （年額）

  1人あたり
歳入　　　　 141億9,093万円
歳出　　　　 135億1,862万円
差引残高　　  6億7,231万円
翌年へ繰り越すべき財源
 　  1億       929万円
実質収支額　　 5億6,302万円

� 決算状況

歳出
民生費
47億9,949万円
（35.5%）

衛生費
14億7,221万円
（10.9%）農林水産業費

3億9,372万円（2.9%）

議会費
1億2,627万円
（0.9%）

総務費
17億7,940万円
（13.2%）

災害復旧費
683万円（0.1%）

商工費
1億6,666万円
（1.2%）

土木費
16億8,691万円
（12.5%）

消防費
6億526万円
（4.5%）

教育費
11億5,651万円
（8.6%）

公債費
13億2,535万円
（9.8%）

歳入 繰越金
10億2,818万円
（7.2%）

使用料・手数料
1億6,826万円
（1.2%）地方交付税

37億8,347万円
（26.7%）

国庫支出金
23億6,632万円
（16.7%）

市　債
6億4,827万円
（4.6%）

繰入金
4億5,783万円
（3.2%）

市　税
32億2,375万円
（22.7%）自主財源

（自主的に収
入できるお金）

依  存  財  源（国
や

県
な

ど
か

ら
交

付
されるお金）

分担金及び負担金
9,529万円
（0.7%）

県支出金
9億2,641万円
（6.5%）

地方消費税交付金
6億4,562万円（4.5%）

地方譲与税等
2億9,840万円（2.1%）

地方特例交付金
2,481万円（0.2%）

諸収入等
5億2,434万円（3.7%）

令和5年度決
算の詳しい内
容は広報いた
こ10月号をご
覧ください。

▲潮来市HP

�一般会計
歳入 141億9,093万円（前年比6億2,818万円減）

�一般会計
歳出 135億1,862万円（前年比2億7,231万円減）



令和６年11月　潮来市議会だより 196 号19

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、潮来市の健全化判断比率を毎年公
表しています。潮来市は国の基準である早期健全化基準を下回っている状況です。

 財政健全化判断比率

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額
特
別
会
計

国民健康保険 30億9,308万円 30億3,987万円
介護保険 24億654万円 23億1,713万円
後期高齢者医療 3億9,352万円 3億9,184万円

企　
業　
会　
計

水道事業収益 7億3,695万円 6億5,499万円
水道事業資本 2億7,554万円 4億6,819万円
工業用水道事業収益 1,672万円 1,344万円
工業用水道事業資本 0円 107万円
下水道事業収益 12億7,857万円 12億741万円
下水道事業資本 9億6,467万円 10億3,866万円

▶実質赤字比率…一般会計等に生じている赤字の大きさを、市の財政規模に対する割合で示したもの
▶連結実施赤字比率…全会計の赤字・黒字を合算し、市全体としての赤字の程度を示すもの
▶実質公債費比率…市の借入金返済額等の大きさを示したもの
▶将来負担比率…市の借入金や将来支払いが見込まれる負債分を示したもの

一般会計と特別会計を合わせた決算総額　　　　　前年度に比べて
　歳入 200億8,407万円　 歳入　約2.2％減少扌
　歳出 192億6,746万円　 歳出　約0.48％減少扌
　歳入－歳出 　 8億1,661万円

令 和 ５ 年 度 決 算

 決算のまとめ

特別会計
企業会計

※１　財政の早期健全化へ向けて財政（経営）健全化計画の策定が必要となる基準
※２　財政の再生に向けて財政再生計画の策定や、地方債の借り入れに国の同意手続きが必要になる基準

潮来市
48.3%

潮来市
10.2%

潮来市
赤字なし

潮来市
赤字なし 13.83％13.83％

18.83％18.83％

25.0％25.0％

350.0％350.0％

20.0％20.0％

30.0％30.0％

35.0％35.0％

健
全
財
政

財
政
悪
化早期健全化基準※１ 財政再生基準※２

連結実質赤字比率
市全体の赤字額の割合

実質赤字比率
普通会計の赤字額の割合

実質公債費比率
市税など標準的な収入のう
ち借金の返済割合

将来負担比率
将来返済が見込まれる借金な
どを市税等で負担する割合

議
員
活
動

決
算
特
別
委
員
会

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

令
和
６
年
第
３
回

９
月
定
例
会

委
員
会
審
査
令
和
5
年
度
決
算

潮
来
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の
財
政

一
般
質
問
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出
・
能
登
豪
雨
災
害
の

被
災
者
支
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義
援
金
を
寄
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決算特別委員会｜部門ごとに決算を審査

9月25日～ 26日の2日間で決算特別委員会が開催されました。本委員会に付託された議案4件を総務
部、建設部、教育部、市民福祉部、環境経済部の部門ごとに審査しました。
適正に予算が執行されているか、期待した行政効果が得られているか、さらに、今後改善を要する点
はないかなど、慎重に審議を行いました。特に不用額が大きく執行率の低い事業は適正に予算を執行
するよう次年度の予算に向けて提案させていただきました。
多方面にわたる質疑があり、その内容の一部を紹介します。

　総　務　部

　建　設　部

�総務管理牛堀地区跡地利用基本計画策定業務　　363万円
問　内容は？
答　 旧牛堀出張所跡地及び旧牛堀町民プール跡地について、今後の地域

振興に寄与する利活用の具体化に向けて地域住民とのワークショッ
プを2回開催し、その意見を反映して、跡地利用の基本計画を策定し
た。令和6年3月末に策定が終了となっている。

�積立金
�ふるさと応援基金積立金　　1億2,628万5,956円
�太陽の恵み基金積立金　　　　　　　　　410万円
問　積立金はどのようなものか。
答　 ふるさと応援基金積立金…ふるさと納税の寄付額と経費の確定し、

積み立てるもの。
　　 太陽の恵み基金積立金…道の駅いたこ周辺地区における水郷潮来

ソーラー発電事業を手がけている株式会社水郷潮来ソーラー様から
年間500万円の寄付を受けている。内訳として、各市内小中学校9
校に10万円の90万円、残りの410万円は潮来市に寄付される。この
410万円を積立しているもの。

�土木費　住宅費　住宅管理費　負担金、補助及び交付金
�若年世帯定住促進助成金　　1,426万4,000円
問　�内容の詳細と事業の効果、検証と本事業が定住につながっているのか。
答　 市内の方で市内に住宅を取得した方への助成24件、市外から転入し

た方への助成11件、固定資産税関係の助成も含め計64件となって
いる。定住人数の内訳として、市内120人、転入24人の計144人お
り、定住につながっていると感じている。

�土木費　道路橋梁費　道路橋梁総務費　委託料
�水郷バスターミナル指定管理料　　11,759,000円
問　道の駅に委託している内訳は？
答　 令和2年～令和6年までの指定管理料で、今年度、指定管理の選考を

行う予定。
　　 金額については、全体的な管理で、現金の徴収や清掃等の維持管理や

緊急の連絡体制も含めての管理料で妥当と判断している。
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　環境経済部

　教　育　部

　市民福祉部
�総務管理費 個人番号カード交付費 報酬　　　　不用額　 79万5,184円
�　　　　　　　　　　　　　　　　職員手当等　不用額　152万4,117円
問　不用額が出ているがなぜか。
答　 令和5年度に関しては、交付率が70%を超えたことと、夜間の開庁、

日曜開庁の延長時間の来庁者が減ったことから、10月から水曜の夜間
開庁と日曜日の午後の開庁を閉鎖した。その人件費が不要となり不用
額が出ている状況である。

�民生費　社会福祉費　社会福祉総務費　報償費　630万1,784円
問　�妊娠出産記念品・ブックスタート記念品・新入学児童記念品で子育て
世帯支援の活動を長年行っているが、少子化への対策とその効果は？

答　 妊娠出産記念品の効果は、周りを気にせず授乳ができるTシャツや、
外出時に使用するマザーズバッグ、赤ちゃんの抱っこ紐などを使用
して外出し、産前産後の鬱防止で効果があると考えている。

　　 また、ブックスタート記念品は、一歳児育児相談の際に配布してお
り、図書館スタッフによる読み聞かせを行っている。本に触れ合う
初めての機会として、親子の絆を深めることができ、効果がある事
業だと考えている。

　　 新入学児童記念品のランドセルについては、アンケートを取ってお
り、助かっている、続けてほしいなどの良い意見をいただいている。

�衛生費　清掃費　塵芥処理費　委託料
�粗大ゴミ収集運搬等業務委託　104万1,725円
問　委託料と事業内容はどのようなものか。
回　 委託料は、シルバー人材センターへの委託で、各家庭から発生し

た粗大ゴミの収集運搬及び電話受付を行っている。
　　 事業内容は、市民から申し込まれた粗大ゴミの回収を行っており、手数料として粗大ゴミの大きさにより

大500円、中300円、小100円がかかる。令和5年度の実績は、申込件数310件で、すべて対応した。高
齢者世帯や一般家庭でトラックがなくクリーンセンターへの搬入が難しい市民の方に利用していただいて
いる。また、不法投棄の抑制にも繋がるので今後も周知をしていく。

�教育費　事務局費　委託料　外国語指導助手派遣業務　3,075万6,000円
問　�人数・勤務形態について伺う。
答　 小学校3名、各学校をローテーションで回る。中学校は4名で固定。

英語教諭と一緒に英語授業を行う。授業以外でもふれあいの時間を
設けている。また、あやめこども園にも派遣し、子ども達が日常生
活で英語に触れる機会を作っている。

�教育振興費　需用費　不用額　102万3,068円（小学校費）
�　　　　　　　　　　　　　　 45万5,336円（中学校費）
問　�不用額が出ているが、学校図書費で本が購入できたのではないか。
答　 学校から要望のあった本はすべて購入できている。消耗品も入って

いるため全体含めて不用額が出ている。
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令和６年11月　潮来市議会だより 196 号 22

議 員 活 動｜さまざまな議員活動を紹介します

▪場　所　台上戸地区
▪日　時　令和6年7月22日（月）
▪内　容　 法面の現場確認を行った。大木が道路

に覆いかぶさり、倒木の恐れがあり危
険な状態であった。

　　　　　 担当課の都市建設課職員からこれまで
の経緯や工事内容について説明があっ
た。

▪場　所　川内川特設会場
　　　　　（ 鹿児島県薩摩川内市西開聞町：開戸橋付近）
▪日　時　令和６年９月７日（土）～８日（日）
▪内　容　  潮来市を代表し、全国市町村交流レガッタ薩

摩川内大会に出場した。結果は惜しくも予選
敗退となりましたが、秋晴れの空の下、白熱
したレースが繰り広げられました。大会の開
催にご尽力いただきました関係者の皆様、選
手の皆様、大変お疲れ様でした。

第33回全国市町村交流
レガッタ薩摩川内大会

総務建設委員会現場確認

▪視 察 先　福島県大熊町・双葉町
▪視察場所　大熊インキュベーションセンター
　　　　　　中間貯蔵施設・学び舎　ゆめの森・浅野撚糸㈱
▪日　　時　令和6年4月5日（金）
▪内　　容　
　福島県内で発生した土壌や廃棄物を最終処分する間、安全
でかつ集中的に貯蔵する中間処理施設が確認できた。
　また、福島第一原発事故、避難指示解除後の復興に向けた
取り組み、教育・産業振興を視察でき、着実に復興が一歩ず
つ前へ進んでいることが確認でき、各委員からも活発な質疑
があり、今後の潮来市の課題の取り組みに参考になり、大変
充実した研修であった。
　福島県の帰宅困難区域の状況、避難指示解除に向けた対
応・取り組み、そして避難指示解除後の生活環境整備、産業
復興への取り組みについて、福島県内にある各施設を視察調
査し、今後の本市の福祉・経済・教育振興に活かす。

教育福祉経済委員会
視察研修



令和６年11月　潮来市議会だより 196 号23

能登豪雨災害の被災者支援のため義援金を寄託

議員全員の賛同により、第3回定例会にて発議し、国に意見書を提出することが可決されました。
意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、潮来市議会として提出します。

提出先 衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・文部科学大臣

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書
　学校現場では、子どもの貧困・いじめ・不登校、教職員の長時間労働や未配置など、解決すべき課
題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを保障するための教材研究や授業準備の時間を十分に
確保することが困難な状況となっています。豊かな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加
配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。
　2021年3月の義務標準法改正により、小学校の学級編制標準が段階的に35人に引き下げられてはい
るものの、小学校に留まることなく、今後は中学校での35人学級の早期実施も必要です。加えて、き
め細かい教育をすすめるためにはさらなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現が必要です。
　義務教育費国庫負担制度については、2006年度に国庫負担率が2分の1から3分の1に引き下げられ
ました。厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もありますが、自治体
間に教育格差が生じることは大きな問題です。子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の
教育を受けられることが憲法上の要請であり、国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、豊か
な子どもの学びを保障するためにも、国庫負担制度の堅持、さらには2分の1への復元が必要です。
　こうした観点から、国会及び政府におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自
治体が計画的に教育行政をすすめることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。 

記
　1． 中学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級について検討すること。
　２． 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教員の増員や少数職種の配置増など、

教職員定数改善を推進すること。
　３． 教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財源を確保した上で義務教育費国庫負担制

度を堅持すること。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。
 令和６年1０月３日
 茨城県潮来市議会

　この度、令和6年9月能登豪雨災害で亡くなられ
た方々に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、
被災された皆さまに心からお見舞い申し上げま
す。また、被災者の救済と被災地の復興支援のた
め尽力されている方々に深く敬意を表します。一
日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
　潮来市議会では、被災地における今後の復旧・
復興にお役立ていただくため、全議員からよせら
れた義援金８万円を令和6年10月29日に茨城新聞
文化福祉事業団に寄託しました。

左から小峰 進 議長、飯田 幸弘 副議長

意 見 書 提 出｜国に意見書を提出
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議会を読もう
　議会だよりは、年4回定例会（3月、6月、
9月、12月）後の4月、7月、10月、1月に発
行します。（今号は議会日程の都合上、11月
発行となりました。）
　各区で配布されたり、市内のコンビニ、銀
行、公共施設（図書館や公民館）にもござい
ますので、ぜひご覧ください。

▲動画サイト

動画でみる！ 市議会
　あなたの住むまちで何が話し合わ
れているのか、気になりませんか？
会議の様子をライブ配信（生中継）・
録画配信しています。スマートフォ
ンやタブレットからもご視聴いただ
けます。ホームページからアクセス
してください。

傍聴してみませんか？
　市議会では、市民のみなさ
んの生活に直結した重要な問
題が審議されています。
　議員の活動状況や市政の内
容を知るためにも、ぜひお越
しください。
　開催日当日、２階総務課で
受付しています。

※�基本的な感染症対策にご協
力をお願いいたします。

次の定例会は

12月3日火
開会予定

�会期日程は、ホー
ムページをご覧く
ださい。

9月7日(土)～8日(日)に鹿児島県薩摩川内市
において、第33回全国市町村交流レガッタ薩
摩川内大会が開催されました。ボート競技を
通じて、参加市町村住民の健康増進とボート
競技の普及拡大を図るとともに、当該市町村
間の経済、文化、スポーツの交流が深められ
ました。

第33回全国市町村交流
レガッタ薩摩川内大会表紙の説明

今を担う私たちのために今を担う私たちのために
未来を担う子どもたちのために未来を担う子どもたちのために

PPublic ublic RRelationselations
パブリックリレーションズパブリックリレーションズ

本来の意味は本来の意味は
公共の・公衆の良好な公共の・公衆の良好な
関係づくり・結びつき関係づくり・結びつき

親しまれる議会だよりをめざし「みらい」親しまれる議会だよりをめざし「みらい」
の紙面づくりに取り組んでまいります。の紙面づくりに取り組んでまいります。


